
植
樹
に
は
、
市
内

の
久
野
・
温
泉
・
西

日
登
・
掛
合
の
各
小

学
校
や
奥
出
雲
町
、

出
雲
市
・
松
江
市
な

ど
の
小
学
校
か
ら
約

300
人
の
児
童
が
参
加
。

額
に
汗
し
な
が
ら
ク

ヌ
ギ
や
カ
シ
な
ど
の

苗
木
600
本
を
植
え
ま

し
た
。

今
回
植
え
た
苗
木

は
、
10
数
年
後
、
豊

か
な
自
然
の
中
、
ダ
ム
の
景
観
に

調
和
し
た
新
し
い
森
林
に
な
る
予

定
で
す
。

奏
楽
団
・
シ
ン
ワ
ウ
イ
ン
ド
ブ
ラ

ス
の
演
奏
や
雲
南
太
極
拳
協
会
の

健
康
体
操
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
収
録
さ
れ
た
番
組
で
は
、

料
理
愛
好
家
の
平
野
レ
ミ
さ
ん
や

タ
レ
ン
ト
の
テ
ツ
and
ト
モ
さ
ん
が
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
紹
介

や
ク
イ
ズ
な
ど
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

を
し
、
会
場
に
訪
れ
た
観
客
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
模
様
を
映
し
た
番
組
は
、

7
月
28
日
（
木
）
8
時
35
分
か
ら

9
時
55
分
ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
「
生
活
ほ
っ
と
モ
ー
ニ
ン
グ
」

の
健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
中
で
放
映

さ
れ
ま
す
。

６
月
下
旬
ま
で
、

ま
っ
た
く
雨
が
降
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
地
域
、
梅
雨
入
り

宣
言
も
な
か
っ
た
た

め
、
典
型
的
な
空
梅

雨
状
態
。
各
地
で
取

水
制
限
も
さ
れ
始
め
、
農
作
物
へ
の
被
害
も
心

配
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
７
月
に
入
り
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
、

空
梅
雨
状
態
か
ら
一
転
、
雨
が
続
く
毎
日
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
以
前
松
江
市
を
中

心
に
大
水
害
を
被
っ
た
昭
和
47
年
と
似
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雲
南
市
で
の
災
害
の

な
い
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
危
機
管
理
体
制

に
は
充
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
地
域
が
、
そ
う
し
た
渇
水
と
水
害
に
幾
度

と
な
く
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
斐
伊
川
流
域

の
自
治
体
が
力
を
併
せ
て
、
斐
伊
川
の
治
水
と

利
水
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
３
点
セ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
尾
原
ダ
ム
の
建
設
、
斐
伊
川
か
ら

神
戸
川
へ
の
放
水
路
の
開
削
、
大
橋
川
の
拡
幅

で
す
。

尾
原
ダ
ム
を
旧
木
次
町
と
旧
仁
多
町
地
内
へ

建
設
し
た
い
、
と
の
話
が
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ

て
既
に
半
世
紀
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
の
建

設
地
に
居
住
さ
れ
る
皆
様
の
血
涙
に
よ
っ
て
今

年
度
い
よ
い
よ
本
体
工
事
が
始
ま
り
、
平
成
22

年
度
の
完
成
が
め
ざ
さ
れ
ま
す
。

天
候
不
順
時
に
係
わ
ら
ず
常
に
、
平
成
の
大

蛇
退
治
と
言
わ
れ
る
こ
の
３
点
セ
ッ
ト
の
意
義

を
、
全
斐
伊
川
流
域
が
改
め
て
共
有
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
雲
南
市
長
　
速
水
雄
一
）

６
月
15
日
、
尾
原
ダ
ム
建
設
予

定
地
の
周
辺
地
域
（
奥
出
雲
町
大

字
佐
白
地
内
）
で
、
尾
原
ダ
ム
ど

ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
国
土
交
通
省
、

雲
南
市
な
ど
）
の
主
催
に

よ
る
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
植
樹
は
、
道
路
整

備
な
ど
に
伴
い
失
わ
れ
た

森
林
の
復
元
を
め
ざ
し
、

平
成
12
年
か
ら
毎
年
取
り

組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

食
育
食
育
・
健
康
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市

雲
南
市 

食
育
食
育
・
健
康
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市

雲
南
市 

食
育
・
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市 

食
育
食
育
と
健
康
健
康
の
つ
ど
い
　
雲
南
市
合
併
記
念

　
雲
南
市
合
併
記
念 

食
育
と
健
康
の
つ
ど
い
　
雲
南
市
合
併
記
念 

豊
か
な
自
然
自
然
・
ダ
ム
に
調
和
調
和
し
た
新
し
い
森
づ
く
り 

豊
か
な
自
然
・
ダ
ム
に
調
和
し
た
新
し
い
森
づ
く
り 

尾
原
尾
原
ダ
ム
植
樹
祭

植
樹
祭 

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り 

尾
原
尾
原
ダ
ム
植
樹
祭

植
樹
祭 

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り 

尾
原
ダ
ム
植
樹
祭 

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り 

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル

で
６
月
12
日
、
雲
南
市
の
合
併
を

記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
健
康
フ
ェ
ア

「
食
育
・
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市
」

の
公
開
録
画
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、「
自
分
の
健
康
状

態
は
自
ら
把
握
し
、
未
然
に
病
気

か
ら
体
を
守
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
昭
和
61
年
か
ら
全
国
各

地
で
実
施
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番

組
で
、
雲
南
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の

主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
掛
合
太
鼓
保
存
会
「
和
童
」、

加
茂
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
加
茂
吹

屋
外
で
は
市
内
の
特
産
品
が
一
堂
に
集
ま

っ
た
特
産
市
や
と
れ
た
て
野
菜
の
販
売
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
イ
ベ
ン
ト

で
は
多
く
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

延
べ
１，
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

環境にも配慮された竹製のポットは、環境にや
さしいばかりではなく、外敵から苗を守ります
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雲
南
市
で
は
、
「
生
命
と
神
話

が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
と
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
み
な

さ
ん
が
こ
の
地
域
で
不
安
な
く
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
行
政
が
共
に
知
恵
を

出
し
合
い
協
働
し
て
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
行
財
政
の
仕
組
み
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
将
来
に
責
任
を
持

つ
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
、
現
在
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
雲
南
市
で
は
、
今
年

４
月
か
ら
職
員
に
よ
る
「
行
財
政

改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く

基
本
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
を
も
と
に
今
後
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
得
な
が
ら
、

「
市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

行財政改革の視点 

改革を進めるにあたっての基本方針 

●徹底した内部管理経費の削減　　　　　　●行政サービスとコストの最適化 

●市民との協働によるまちづくりの推進　　●市民負担の公平性の確保 

●数量的な見直しを行うとともに、行政サービスの質的向上を図ります。 

●全ての事務事業について、一切の例外・聖域を設けず、必要性・重要度の観点でゼロから見直します。 

●改革を着実に推進するため、数値目標を掲げ計画的に取り組みます。 

●市民参加を図りながら、全庁を挙げて取り組みます。 

●平成17年度から平成21年度までの5か年計画により取り組みます。 

行財政改革の検討項目 

●事務事業の見直し…………… 

 

●組織機構の見直し…………… 

 

●定員及び給与の見直し……… 

●公共施設管理の見直し……… 

●第三セクター等の見直し…… 

●財政の健全化………………… 

 

●市民との協働によるまちづくりの推進… 

 

●人材の育成…………………… 

事務事業の統廃合、補助金等の見直し、行政評価制度の導

入、行政関与のあり方の検討、民間委託の推進など 

本庁と総合センター等の再編整備、組織の統廃合、複数自

治体での共同アウトソーシングなど 

定員管理計画の策定及び人員削減、人件費の抑制など 

指定管理者制度の導入、施設の統廃合、利用促進など 

経営統合等の検討など 

物件費の削減、公共工事コストの削減、予算編成方法の見直

し、税・使用料の見直し、滞納整理、公債費負担の抑制など 

市民団体・地域自主組織などの協働パートナーの育成、情

報公開の推進など 

職員の意識改革など 

今後の検討状況については、随時お知らせしますので、みなさんのご意見をお待ちしています。 

【お問い合わせ先】総務部 行財政改革推進課　  0854-40-1024

い
の
ち 


